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  27 日 文教厚生常任委員会

 15 日 議会全員協議会

 25 日 議会運営委員会

 25 日 議会全員協議会

 ３日〜 17 日 第１回定例会

 ７日 議会広報特別委員会

 28 日 議会運営委員会

 28 日 議会全員協議会

 28 日 第２回臨時会

 14 日 議会全員協議会

 19 日 文教厚生常任委員会

 26 日 議会広報特別委員会

 ６日 議会広報特別委員会

 ９日 文教厚生常任委員会視察研修会

  （小美玉市）

　日々の仕事に追われる中、季節は春から初夏

になってまいりました。

　東日本大震災は桜川市においても停電、断水、

建物、道路等の損傷など、大きな被害をもたら

しました。また物資の不足などにより経済も大

きく停滞しました。

　日ごろから防災について考えていたつもりで

も、実際の災害には適切な対応ができなかった

方も多いと思います。

　原発の風評被害についてもこれから厳しく

なっていくと思われますので、生産者の皆様と

協力して対策を進めていかなければと思いま

す。

　亡くなった方、被災されて今も避

難されている方々にお見舞いを申し

上げますとともに、今回の貴重な経

験をこれからの防災体制づくりに生

かしていきたいと思います。

１　月

次の定例会は６月14日（火）開会予定です。傍聴をお待ちしています

仁平　実
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し
か
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が
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感
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く
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。
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携
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。
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仕
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く
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。

　

こ
の
た
び
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た

方
々
の
早
期
の
復
興
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
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東日本大震災東日本大震災でで

感じたこと感じたこと

雨引山中腹から撮影

このたびの東日本大震災により、被害に遭われた皆様に
心からお見舞いを申し上げます。

桜川市議会議員一同

東日本大震災の被災地への支援として、桜

川市議会より日本赤十字社茨城県支部へ、

義援金 30 万円を贈りました。

桜川市議会議員一同


